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〈小学校 算数 解説〉 

設問１(1) 

１ 解説 

  趣旨 

  二つの表を比較し、例にならってその違いを説明することができるかどうかをみる。 

 

    ■学習指導要領における領域・内容 

     〔第３学年〕  Ｄ 数量関係 

(3)  資料を分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取った

りすることができるようにする。 

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。 

〔第４学年〕  Ｄ 数量関係 

(4)  目的に応じて資料を集めて分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく

表したり、特徴を調べたりすることができるようにする。 

ア 資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。 

     

■評価の観点 

       知識・理解 

 

   解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１  (1) （正答の条件） 

 次の ①、②、③の全てを書いている。 

 ① 【表１】の「夜の歯みがきをしていない人数」が「６」で

あること 

② 【表２】の「朝と夜の歯みがきをしていない人数」が「２」

で、「朝の歯みがきをして、夜の歯みがきをしていない人数」

が「４」であること 

③ ①と②の関係を表現している言葉や式で理由を述べている

こと 

 

（正答例） 

【表１】の「夜の歯みがきをしていない人」の６人は、【表

２】の「朝と夜の歯みがきをしていない人」の２人と、「朝の

歯みがきをして、夜の歯みがきをしていない人」の４人を合わ

せた数だからです。 

１ 

①、②、③を全て書いているもの 

例 【表１】の「夜の歯みがきをしていない人」の６人は、

【表２】の「朝と夜の歯みがきをしていない人」の２人

と、「朝の歯みがきをして、夜の歯みがきをしていない

人」の４人を合わせた数だからです。 

◎ 

２ 
①、②の全てを書いているが、それらの関係を誤って書い

ているもの 
 

９ 上記以外の解答  

０ 無解答  
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 ２ 学習指導に当たって 

 ○ 児童が目的に応じて情報を収集して、表等に分かりやすく表現し、特徴を調

べたり、読み取ったりできるようにする 

日常生活における解決すべき問題や調べてみたい事柄に関して、適したデータを

収集し分類整理することが大切である。 

本設問のように、【表１】の内容についてさらに詳しく分かるように改めて情報

を収集し、【表２】に整理し直す活動や、表から分かることを読み取る活動を設定

することが考えられる。 

また、いずみさんの説明を解釈し、それにならって説明する活動を取り入れるな

ど、二つの表の関連について分かることを読み取ったり表現したりすることで、友

達の考え方を理解できるようにするとともに、二つの表の違いについてより理解を

深めることが大切である。 

 

 

設問１(2) 

１  解説 

  趣旨 

  資料を二次元表にまとめ直すことができるかどうかをみる。 

 

    ■学習指導要領における領域・内容 

      〔第３学年〕 Ｄ 数量関係 

(3)  資料を分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取った

りすることができるようにする。 

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。 

〔第４学年〕 Ｄ 数量関係 

(4)  目的に応じて資料を集めて分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく

表したり、特徴を調べたりすることができるようにする。 

ア  資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。  

 

■評価の観点 

       知識・理解 

   

   解答類型 

問題番号 解 答 類 型 
正答 

１ (2) 

 

 ア イ ウ エ オ カ 

１ 
３ ２４ ４ ２ ２５ 

３０ ◎ 

２ ６０  

３ 
上記以外の解答 

３０  

４ ６０  

９ 上記以外の解答  

０ 無解答  
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    ■誤答について 

   〔例〕カ…60  （解答類型２）（解答類型４） 

        平日の歯みがき調べの朝と夜の人数をたしていると考えられる。 

 

２ 学習指導に当たって 

○ 資料を二つの観点に着目して、二次元表に分類整理することができるように

する 

  二次元表には、資料を二つの観点で分類整理することにより、集団の傾向をより

的確に把握することができるというよさがある。そのよさを実感するためにも、二

次元表の仕組みを理解することが大切である。 

本設問を用いて、【表１】平日の歯みがき調べ②を二次元表に作り替える活動を

設けることが考えられる。その際、【表１】平日の歯みがき調べ①を二つの項目に

着目して、二次元表に数を適切に当てはめることができるようにする。同時に、二

次元表を読むことができるようにすることが大切である。例えば、本設問を用いて、

資料を四つの場合に分類整理し、それらの四つの場合を言葉で表現する活動や分類

整理した資料が表のどこに位置付くのかを考え説明する活動が考えられる。  

○ 合計欄の意味を理解し、資料を的確に分類整理できたかどうかを判断するこ 

とができるようにする 

二次元表に示された数値が適切なものであるかどうかを確かめる方法の一つが、

「合計」の数値に着目することである。合計欄の数値を 60 にした場合を取り上げて、

そのように判断した理由について話し合い、合計欄に入る数値が調査した人数と一

致することを確認することが大切である。 

また、資料を二次元表に分類整理する過程を振り返りながら、合計欄の数値につ

いて確認したり、合計欄に 30 と書き入れてから二次元表に分類・整理したりする活

動も考えられる。 

 

 

設問１(3) 

１ 解説 

  趣旨 

  二つの二次元表を比較して読み取ることができる情報を表中の数を用いて説明するこ

とができるかどうかをみる。 

 

    ■学習指導要領における領域・内容 

      〔第３学年〕 Ｄ 数量関係 

(3)  資料を分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取った

りすることができるようにする。 

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。 

〔第４学年〕 Ｄ  数量関係 

(4)  目的に応じて資料を集めて分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく

表したり、特徴を調べたりすることができるようにする。 

ア  資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。  
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■評価の観点 

       数学的な考え方 

 

   解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１ (3) 

 

 

（正答の条件） 

 【表４】の空欄に入る数や着目した欄内の数が意味する内容を

把握した上で、Ａ、Ｂ、Ｃのいずれかを書いている。 

Ａ 平日【表３】と休日【表４】の相当する欄内の数に着目 

し、大きな変化がないことを書いている。 

 Ｂ 平日【表３】と休日【表４】の相当する欄内の数に着目 

し、大きな変化があることを書いている。 

 Ｃ 平日【表３】と休日【表４】の相当する欄内の数に着目 

し、その大小を（具体的に）書いている。 

 

 

（正答例） 

Ａ 朝の歯みがきをしている人は平日２５人、休日２４人で 

ほとんど変わらない。 

朝と夜の両方とも歯みがきをしていない人は、平日も休 

日も２人で同じ。 

Ｂ 休日の夜に歯みがきをしない人は１９人で、平日の６人 

から増えている。 

Ｃ 朝と夜の両方とも歯みがきをしていない人は、平日も休日

も２人で変わらないが、朝と夜の両方とも歯みがきをしてい

る人は、平日が２１人、休日が７人で、平日の方が１４人多

い。 

１  Ａを書いているもの ◎ 

２  Ｂを書いているもの ◎ 

３  Ｃを書いているもの ◎ 

９ 上記以外の解答  

０ 無解答  

     

■誤答について 

 〔例〕休日の夜に歯みがきをした人は１９人で、平日の６人に比べてとても多い。  

    （解答類型９） 

 表中の欄の数が意味する内容を読み誤っていると考えられる。 

 

２ 学習指導に当たって 

○  二つの二次元表を比較して読み取ることができる情報を表中の数を用いて説明

することができるようにする 

日常生活での出来事を児童自らが算数の学習と結び付けて表現・処理する活動を

通して、資料を利用することのよさを実感し、既習の知識及び技能等を進んで活用

していくようにすることが大切である。 
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本設問では、平日の【表３】と休日の【表４】を比較して分かることを基に、保

健係として呼びかける内容を考える場面を設定している。表を比較して分かること

を一人一人が考え、紹介し合うなどして、特定の欄内の数が意味する内容を改めて

確認したり、二つの表を比較して読み取ることができる情報を詳しく把握したりす

る活動が考えられる。その際、自分や友達の考えをノートに書いたり説明し合った

りすることを通して、互いの考えについてより理解を深めるようにする。 

このように、二次元表に分類整理することや、二次元表を比較し考察することで、

今まで見えていなかった情報が見えるようになり、情報をより分析的に考察するこ

とができることを実感を伴って理解できるようにすることが大切である。 


